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夏
の
風
物
詩 

 

ゆ
っ
た
り
と
風
に
な
び
く
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
七
夕
飾
り
が
夏
の
風
情
を
街
並
に
与
え
ま
す
。

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
夏
と
言
え
ば
海
？
山
？
川
？ 

で
き
る
こ
と
な
ら
暑
い
夏
は
避
暑
地
で 

の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

暑
い
日
本
に
は
暑
さ
を
和
ら
げ
る
魅
力
あ
る
夏
の
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。
涼
し
げ
な
音
色
の
風

鈴
、
日
射
し
を
遮
る
簾

す
だ
れ

や
葦
簀

よ

し

ず

、
鳥
肌
物
の
怪
談
話
、
迫
力
満
点
の
花
火
大
会
、
路
面
に
水
を
ま

く
打
ち
水
イ
ベ
ン
ト
。
手
軽
に
涼
を
演
出
す
る
日
本
ら
し
い
和
の
文
化
は
庶
民
の
強
い
味
方
で
す
。

暑
さ
に
負
け
て
つ
い
つ
い
室
内
に
こ
も
り
が
ち
に
な
る
季
節
で
す
が
、
今
年
の
夏
は
「
避
暑
」
で
は

な
く
、「
納
涼
」
で
暑
さ
を
前
向
き
に
捉
え
、
一
味
違
っ
た
知
恵
と
工
夫
で
暑
さ
と
上
手
く
付
き
合

い
、
厳
し
い
暑
さ
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

弘
誓
院
は
天
文

て
ん
ぶ
ん

五
年
（
一
五
三
六
年
）
、
石
川
帯
刀
源
家
重

い
し
か
わ
た
て
わ
き
み
な
も
と
の
い
え
し
げ

の
開
基
、
順

じ
ゅ
ん

清
法
印

せ
い
ほ
う
い
ん

の

開
山
に
よ
り
開
創
さ
れ
ま
し
た
。 

延
宝

え
ん
ぽ
う

元
年
（
一
六
七
三
年
）
、
京
都
仁
和
寺

に

ん

な

じ

総
法
務
官
（
仁
和
寺
二
十
二
世
）
か
ら
「
妙

法
山
観
世
音
寺
」
の
山
号
寺
号
を
賜
り
ま
し
た
。 

大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
本
堂
・
庫
裡

く

り

が
全
潰

ぜ
ん
か
い

し
ま
し
た
が
、
三
年
後
に
本

堂
を
再
建
。
昭
和
二
十
年
の
戦
災
に
よ
り
一
切
の
建
物
・
什
物

じ
ゅ
う
も
つ

な
ど
灰
燼

か
い
じ
ん

に
帰
し
ま
し
た

が
、
大
戦
後
の
復
興
と
し
て
昭
和
二
十
六
年
本
堂
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。 

宗
祖
弘
法
大
師
誕
生
千
二
百
年
を
記
念
し
、
昭
和
四
十
九
年
、
宝

形

造

ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
く
り

の
新
本
堂
が

竣
工
し
、
翌
年
に
落
慶

ら
っ
け
い

法
要

ほ
う
よ
う

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
弘
誓
院
で
は
、
幸
福
、
財
産
、
長
寿
の
三
徳
を
か
た
ち
に
し
た
福ふ

く

禄ろ
く

寿じ
ゅ

尊そ
ん

を
お
祀

り
し
て
お
り
、
一
月
一
日
か
ら
一
月
十
五
日
ま
で
横
浜
磯
子
七
福
神
の
一
尊
と
し
て
、
御

開
帳
し
て
い
ま
す
。 

神社･仏閣･教会紹介 

高野山真言宗 妙法山 弘誓院 

 

横
浜
市
南
区
睦
町
二
ー
二
二
一 

 

【
株
式
会
社
清
水
康
益
社
】 

みょうほうざん  ぐぜいいん 

     山門            本堂 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

フ
ォ
ー
ジ
ー
ズ
の
伴
奏
で
歌
う 

「
懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
」 

 
五
月
二
十
九
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
合
奏
チ
ー
ム
「
フ
ォ

ー
ジ
ー
ズ
」
に
よ
る
「
懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
」
が
野
庭
地
区
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
八
本
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
取
り
替
え
な
が
ら
の
演
奏
と
、

キ
ー
ボ
ー
ド
と
フ
ル
ー
ト
の
伴
奏
は
息
も
ぴ
っ
た
り
で
、
き
れ
い
な
音
色

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。 

「
み
ど
り
の
そ
よ
風
」
「
白
い
花
の
咲
く
こ
ろ
」
「
高
原
列
車
は
行
く
」

「
青
い
山
脈
」
な
ど
、
昭
和
を
代
表
す
る
懐
か
し
い
名
曲
が
次
々
と
演
奏

さ
れ
、
約
八
十
名
の
参
加
者
の
歌
声
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
全
て
の
演
奏
が
終
わ
り
拍
手
が
鳴
り
続
く
中
、
ピ
ア
ノ
担
当
の
司
会

者
か
ら
「
好
き
な
食
べ
も
の
は
、
い
つ
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
ね
。

歌
も
一
緒
で
す
。
好
き
な
歌
を
唄
っ
て
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

ハ
ー
モ
ニ
カ
伝
道
師
の
渡
辺
敏
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
今
回
で
通
算
二
二
二

回
目
の
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
体
力
の

続
く
限
り
演
奏
を
続
け
た
い
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
の
名

曲
と
共
に
過
ご
す
心
温
ま
る
素
敵
な
時
間
を
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ

ん
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。 

地 域 情 報 コ ー ナ ー 

 

サ
バ
ス
通
信
一
八
六
号
「
読
者
の
す
ゝ
め
」
で
、
ア
ジ
サ
イ
情
報
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
さ
っ
そ
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

成
就
院

じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

へ
は
六
月
九
日
に
向
か
い
ま
し
た
。
江
ノ
電
「
極
楽
寺
駅
」
か

ら
徒
歩
三
分
。
有
名
な
参
道
脇
の
ア
ジ
サ
イ
は
三
年
前
に
南
三
陸
町
に
寄
贈

さ
れ
て
お
り
現
在
は
三
〇
株
程
で
、
去
年
よ
り
ア
ジ
サ
イ
に
変
わ
り
萩
を
植

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
境
内
に
咲
く
ア
ジ
サ
イ
は
小
雨
に
ぬ
れ
鮮
や
か
な
色

彩
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
本
堂
縁
側
に
飾
ら
れ
た
一
輪
挿
し
に
お
も
て

な
し
の
心
を
感
じ
ま
し
た
。 

八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
へ
は
六
月
十
四
日
に
向
か
い
ま
し
た
。
シ
ー
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
「
八
景
島
駅
」
か
ら
徒
歩
五
分
。
青
空
の
下
「
第
十
九
回 

八

景
島
あ
じ
さ
い
祭
」
の
幟

の
ぼ
り

が
爽
や
か
な
海
風
に
は
た
め
い
て
い
ま
し
た
。

「
あ
じ
さ
い
八
景 

見
ど
こ
ろ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
見
な
が
ら
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。
丘
の
広
場
へ
と
続
く
あ
じ
さ
い
坂
、
道
の
両
脇
に

咲
く
あ
じ
さ
い
の
花
道
な
ど
、
約
二
万
株
と
い
わ
れ
る
ア
ジ
サ
イ
と
海
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
格
別
で
し
た
。 

成
就
院
と
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
ア
ジ
サ
イ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
の
異

な
る
美
し
さ
で
訪
れ
る
人
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

ア
ジ
サ
イ
を
訪
ね
て 

鎌倉市・ 
金沢区 

 

港南区 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

地 域 情 報 コ ー ナ ー 

神
奈
川
歴
史
散
歩 

大
山
街
道 

下
鶴
間

し

も

つ

る

ま

宿
し
ゅ
く 

六
月
一
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
奈
川
区
い
ま
む
か

し
ガ
イ
ド
の
会
主
催
に
よ
る
「
大
山
街
道
沿
い
の

下
鶴
間
宿
を
歩
く
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
九

時
、
東
急
線
「
つ
き
み
の
駅
」
を
出
て
境
川
に
沿

っ
て
歩
き
ま
し
た
。
境
川
が
武
蔵
国
と
相
模
国
の

国
境
を
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
境
川
」
と
名
付

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

川
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
暫
く
歩
く
と
下

鶴
間
宿
に
あ
る
高
野
山
真
言
宗
観
音
寺

か

ん

の
ん

じ

に
着
き

ま
し
た
。
山
門
入
口
に
立
つ
と
、
左
手
に
観
音
像
、

右
手
に
大
き
な
木
、
そ
の
間
か
ら
立
派
な
本
堂
が 

見
え
ま
し
た
。
境
内
の
掃
除
も
行
き
届
き
、
清
々
し

い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
か
ら
は
大
山
街
道
を
西
に
進
み
ま
す
。
少
し

歩
く
と
赤
い
鳥
居
の
大お

お

山や
ま

阿あ

夫ふ

利り

神じ
ん

社じ
ゃ

分
霊
社
に

着
き
ま
し
た
。
江
戸
方
面
か
ら
来
た
旅
人
が
こ
こ
で

身
と
財
布
を
清
め
た
そ
う
で
、
手
水
舎

ち

ょ

う
ず

や

で
手
と
口
を

清
め
参
拝
し
ま
し
た
。 

街
道
に
面
し
た
下
鶴
間
ふ
る
里
館
に
は
旧
小
倉

家
住
宅
の
母
屋
と
土
蔵
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
母
屋

の
中
に
は
昔
の
生
活
道
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

て
、
当
時
の
生
活
ぶ
り
を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

綺
麗
な
建
物
で
、
の
ん
び
り
と
休
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
街
道
沿
い
に
は
高
札
場

こ

う

さ
つ

ば

も
復
元
さ
れ

て
お
り
、
下
鶴
間
ふ
る
里
館
は
宿
場
町
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

街
道
沿
い
の
急
な
石
階
段
を
上
が
る
と
、
あ
た
り

を
見
渡
せ
る
高
台
に
浄
土
宗
鶴か

く

林
寺

り

ん

じ

が
あ
り
ま
す
。

境
内
は
初
不
動

は

つ

ふ
ど

う

の
一
月
二
十
八
日
、
護
摩
法
要
や
だ

る
ま
市
で
賑
わ
う
そ
う
で
す
。 

大和市  

東急田園都市線「つきみの駅」ー境川

ー観音寺ー大山街道・下鶴間宿ー下鶴

間ふる里館ー鶴林寺ー旅籠まんじゅ

う屋跡ー諏訪神社ー深見城跡ー小田

急江ノ島線・鶴間駅（約５.5 キロ） 

コース 

下鶴間宿 

大山街道沿いの下鶴間宿は江戸からおよ 

そ 11 里。居酒屋・餅屋・質屋・染め物 

屋などの商家や旅籠があり、大山詣など 

の人々で賑わった。 

鶴
林
寺
を
後
に
し
て
大
山
街
道
の
坂
を
上
る

と
旅
籠

は

た

ご

ま
ん
じ
ゅ
う
屋
跡
が
あ
り
、「
渡
辺
崋
山

わ

た

な

べ

か

ざ

ん

と
ま
ん
じ
ゅ
う
や
」
の
説
明
板
が
あ
り
ま
し
た
。

渡
辺
崋
山
は
三
河
国
田
原
藩
の
家
老
で
、
南
画

家
・
蘭
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
母
弟

の
実
母
の
消
息
を
尋
ね
た
旅
の
中
で
、
下
鶴
間
の

旅
籠
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
に
宿
泊
し
、
紀
行
文
「
遊ゆ

う

相そ
う

日
記

に

っ

き

」
に
記
し
ま
し
た
。 

大
山
街
道
を
鶴
林
寺
ま
で
戻
り
、
交
差
点
を
右

に
進
み
諏
訪
神
社
に
向
か
い
ま
す
。
諏
訪
神
社
の

創
建
は
不
詳
で
す
が
、
平
安
時
代
に
は
こ
の
地
に

鎮
座
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
拝
殿
に
は
見
事
な
彫

刻
が
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
芸
術
的
な
彫
刻
技
術

に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
深
見

ふ

か

み

城
跡

じ
ょ
う
あ
と

に
向
か
い
ま
し
た
。
深
見

城
は
戦
国
時
代
の
山
城
で
、
城
址
周
辺
は
「
深
見

歴
史
の
森
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
土
塁
や

空
堀
な
ど
の
遺
構
が
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

下
鶴
間
宿
を
自
分
の
足
で
歩
き
、
古
い
建
築
物

や
遺
跡
に
触
れ
る
こ
と
で
、 

交
通
の
要
衝
だ
っ
た
こ
と
を 

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

古
い
に
し
え

の
面
影
は
地
域
の
人
々 

に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て 

い
る
の
で
す
。 

境川 

 

観音寺 

 

下鶴間ふる里館 

 



 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女 声 合 唱 教 室 
 

      松田 けい子 先生  
指揮・指導 松田 けい子 

ピアノ伴奏 杉山 美穂 

 楽しく歌って若々しくをモットーに 

和気あいあい歌っています。只今、メンバー

を大募集中です。 貴女もご一緒に！！ 

 ♪女声合唱「それいゆ」 

◆日 時 毎月第 2・第 3 火曜日  

午前 10 時～12 時 

◆場 所 永谷地区センター 

♪お気軽に一度ご見学ください。 

◆問合先 松田けい子 ＴＥＬ 045-353-7584 

パ ス テ ル 画 教 室  
 

     小芝 恵美 先生  
下描きしないで指でぼかし 

ながら描いていきます。 

初心者歓迎・無料体験あります。 

☆港南中央教室 

（毎月第 1・第 3 水曜日）10 時～11 時 30 分 

☆芹が谷教室 

（毎月第 2・第 4 火曜日）13 時～14 時 30 分 

その他に野庭教室、港南台教室があります。 

詳細はお気軽にお問い合わせください。 

◆問合先 (パステル桜)小芝恵美 045-845-4812 

港南区「街の先生」の会 お知らせ 
No.66 

 

 

 

 あなたと一緒に 
生涯学習 

 
    吉岡 幸恵 先生  
☆港南台コミュニティハウス 

☆野庭地域ケアプラザ 

☆舞岡地区センター 

生花、プリザーブドフラワー、 

ドライフラワー、アーティフィシャルフラワーなど

月に一回行っています。お気軽にご連絡ください。 

◆問合先 吉岡幸恵 ＴＥＬ 045-843-6540 

フラワーアレンジメント教室

教 室 

私たち港南区「街の先生」 
の会は、持っている豊富な 
知識・技術・体験を基に、 
多くの活動から育んだ「人 

ネットワーク」を財産に、区民の皆様のお役 
に立つ生涯学習支援者として、自らも学びな 
がら地域社会に貢献したいと願っています。 
どうぞ、ご一緒に！ 

愉 快 な 似 顔 絵 

 
やまさき 昭 先生 

 
仲間と一緒に似顔絵を描いています。 

【深沢夏まつり】(屋外のため雨天中止） 

 ◆日 時 8 月 3 日(土)～4 日(日) 15 時～19 時 

 ◆場 所 深沢小学校（鎌倉市梶原） 

 

～「街の先生」募集中～ 
 
港南区近隣で教室を開いている方で、 
港南区が提唱する「街のアドバイザー」 
に登録、又は登録できる先生……私たち 
と一緒に活動しませんか！ 
問合先 ＴＥＬ 045-843-6540／吉岡幸恵 

 

 

 

－三ツ沢下町－横浜－桜木町－関内－弘明寺－上大岡－港南中央－上永谷－下永谷－舞岡－戸塚 

 
    石崎 杏華 先生  
☆下永谷教室 

第 1 火曜日、第 3 土曜日(月 2 回) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

☆桜道コミュニティハウス(筆ペン・ボールペン字) 

第 2 水曜日、第 4 水曜日(月 2 回) 

13 時～14 時 30 分 

気軽に美文字を手に入れませんか？ 

見学､体験歓迎です。 

◆問合先 石崎杏華 ＴＥＬ 045-832-4730 

書 道 教 室

教 室 

       野口 裕子 先生  
「真っ白なうつわを好きなように彩って、あな

ただけのテーブルウェアをつくる」それがポー

セラーツです。シール感覚で使える転写紙を切

り貼りして絵柄を付けるので、絵に自信のない

方でも楽しんで学べます。 

お気軽にお問い合わせください! 

◆場 所 港南区港南台（自宅） 

◆問合先 ＴＥＬ 045-832-9286 

ポ ー セ ラ ー ツ 教 室 
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―あなたの力が街を守る― 

横浜市消防団員募集 
横浜市では、地域防災の担い手である消防団員を募集しています。消防団員は、

消防職員と異なり、普段は会社や学校に行きながら、火災などの災害時に活動す

る非常勤の特別職地方公務員となります。 

○横浜市の消防団について 

 市内 18区に 20の消防団があり、約 8,000人の消防団員が活動しています。 

消防団の入団条件 

消防操法技術訓練会に向けて 

港南消防団は 7月 7日(日)に資源循環局港南事務所

敷地内で消防操法技術訓練会を行います。 

技術訓練会では１チーム 4人（補員 2人）で可搬式

小型ポンプにホース 3本をつなぎ放水し、前方の標的

を倒すまでの時間・規律・正確さを競います。 

第四分団長は「第四分団では、体力づくりと訓練礼

式に重点を置き、5 月以降は技術訓練会と同じ条件で

練習を続けてきました。火災現場では消防操法のよう

に動けるわけではありません。火災が発生したとき、

何をすればいいのかは体が覚えているのです。」と話

していました。 

消防団には、満 18歳以上で横浜市内に居住、勤務、

在学している方なら入団することができます。 

消防団員になると・・・ 

・活動に対する報酬が支給されます。 

・消防団活動中において負傷した場合の 

補償制度があります。 

・活動に必要な被服などが貸与されます。 

 

サバス通信は、横浜市営地下鉄(ブルーライン) 改札口 フリーポストにあります。 片倉町－三ツ沢上町 
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第
一
二
九
回 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス 

【24】 【8】 縦・横・太枠内に、１から９までの数字が 

一つずつ入ります。二重枠の数字を足した 

数が答えです。難問・レギュラーと明記し 

葉書に答えを記入のうえ「〒233-0004  

横浜市港南区港南中央通 4-11 ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」へ。難問正解 7 回達成、 

レギュラー正解１0 回達成毎 

に粗品を進呈いたします。 
御便りを 
書き添えてね 

※
締
め
切
り
七
月
二
十
五
日
消
印
有
効 

1 7 2

3 8 9

5 4 6

作り方 

①ガラスの器にハイドロボールを半分まで入れ、トキワシノブ

を植える。 

②トキワシノブの根の先がつかる程度の水を与えます。 

③風鈴などを飾って清涼感たっぷりに仕上げて下さい。 

（ビー玉などを添えても涼しげでおすすめです） 

磯子センター 横浜市磯子区磯子 2-29-29 TEL045-750-0879 FAX045-754-8791 

 

冠婚葬祭用生花専門店 株式会社 花久本店 

〖コーセイ会 フラワーアレンジメント講師 今井久子先生作品〗 

４    ９    １ 

   ２  ３    

  ６  ５  ３   

１        ４ 

 ７  ８  １  ９  

９        ６ 

  ８  ４  ６   

   ３  ２    

２    １    ７ 
 第

一
二
八
回
（
六
月
一
日
号
） 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
解
答 

 

材料 

ガラスの器 

ハイドロボール 500ml 程度（100 円均一で OK です） 

トキワシノブ （ミニ観葉でも OK） 

風鈴など 

 

ボタニカルライフ 
観葉植物を生活に取り入れて“梅雨のジメジメ・ムシムシ”を解消！！ 

 
観葉植物のトキワシノブは、苔玉や風鈴のように涼しさを演出できます。

今回はハイドロボール(発泡煉石)を使ってアレンジしてみました。 

出題は 勝葉讃
かっぱさん

 です！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
                                                                

 

 

 

    
 

 

今日は、毎日お仕事大変ですね。 

記事を拝読させて頂き、こんな楽しいことや知らないことが多いので驚かされます。 

また、記事を通して知識が増して認知症の予防にもなるかと思っています。 

今後とも大変ですが紹介宜しくお願い致します。  

                 （緑区鴨居 H.T.さん） 
 
 

歴史と近代都市が融合する横浜はネタの宝庫です。取材を通じて 

地域の魅力を改めて知ることで、編集部も日々学びの機会を得て 

います。また記事に関する読者の方からのお便りはサバス通信を 

続ける励みになっています。ありがとうございました。 

（サバス通信編集部） 

 身の回りでおきた心温まるエピソード・港南区や近隣の穴場紹介・御薦めの料理レシピ・当社

に対する御質問などありましたら 「〒233-0004 横浜市港南区港南中央通 4-11   ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」まで御寄せください！！ 御待ちしております。 

なお、ご希望の方には郵送するサービスも行っていますので、お気軽にお問い合わせください。 

『サバス通信』を、もっともっと身近なものに感じていただけたら幸いです。 ☎045-842-1140 

読者のすゝめ 

 （栄区鍛冶ヶ谷 K.T.さん） 

     ①1／2 の折り紙を用意します。 

       (正方形の半分の物) 

      中心の 1／2  (赤線部分)まで 

切ります。 

 ②二つ折りにして正方形にします。 

  ここからは二枚重ねて折り鶴の要領 

で折ります。 

 ③三角に折ります。 

  さらに三角に折ります 

 ④袋を開いて四角に折ります。 

  裏側も同じように折ります。 

 ⑤折り筋に合わせて、ひし形に折りあ 

げます。 

  裏側も同じように折ります。 

・ここで開くと下のような折り筋の 

入った状態になります。 

 

 

 

 

・折り筋に合わせて、それぞれを折 

るとひし形が二つできます。ここ 

からは言うまでもありませんね。 

頭や尾を丁寧 

に折れば連鶴 

の完成です。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

入会金５００円 年会費１,５００円にて受付中 

・初年度は入会金と年会費 3 年分をあわせて 5,000 円前納 

していただきます。会員更新は 1 年毎となっております。 

・各教室の会場は、清水康益社サバスホール内です。 

和服着付   講師 村田 久美子【日本きもの着付士協会】 

書  道   講師 河村 久子   【全日本新芸書道会】 

社交ダンス  指導 男性・女性２人の講師がお教えします 

【日本ボールルームダンス協会】 

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 講師 今井 久子 

【松月堂古流日本総会頭、神奈川県職業訓練指導員ﾌﾗﾜｰ装飾科  

日本ﾌﾗﾜｰﾃﾞｻﾞｲﾅｰ協会講師、フラワー装飾一級技能士】 

煎茶道･聞香･古典遊戯･茶道 講師 乾 實道(宗實) 

【横浜文化教室】  

※清水康益社コーセイ会事務局 篠原 Tel. 045-842-1140 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

一日体験できます。お気軽にご相談ください。 
教室名 日 程 時 間 参加費 備 考 

 
和服着付 ７月４日(木) 

８月１日(木) 

 
14:00~16:00 

 
無料 

 

 
書  道 

７月 16 日(火)  

８月７日(水) 

 
16:00~18:00 

 
本代 1 ヶ月 500 円 

 
道具持参ください 

 
社交ダンス ７月 13 日(土)・27 日(土) 

８月 10 日(土)・24 日(土) 

 

10:30~12:00 

 
無料 

 
シューズ持参ください 

 
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ ７月 23 日(火) 

８月 26 日(月) 

 
13:30~15:00 

 
材料費 1500 円のみ 

3 日前までに電話連絡 

スリッパ持参ください 
 

煎 茶 道 ７月８日(月)・22 日(月) 

８月 12 日(月)・26 日(月) 

 
10:30~12:30 

茶菓子代 1000 円/回  

※主/干菓子付き 

3 日前までに連絡 

※月 1 参加可 
 

聞  香 ７月 25 日(木) 

８月 22 日(木) 

 
14:00~16:00 

香木・茶菓子代 

2000 円/回 

3 日前までに連絡 

※香道/黄檗/茶道 式 
 

古典遊戯 ７月 12 日(金) 

８月９日(金) 

 
13:30~15:30 

 
茶菓子代 1000 円/回  

3 日前までに連絡 

※投扇興･貝合･盤双六･盆石 
 

茶道体験 ７月９日(火)・10 日(水) 

８月 13 日(火)・14 日(水) 

 
13:30~15:00 

2000 円/回 

※コーセイ会員は半額 

3 日前までに連絡 

※客作法 

 

村田久美子先生 
 
夏の装いと 

して定着し 

ている浴衣 

ですが、江 

戸時代に出 

された質素 

倹約を勧め 

るお触れと 

銭湯の普及により、庶民に広がった

と言われています。花火大会やお祭

り等で着る機会が多いと思います

が、浴衣の生地によっては長襦袢、

足袋、草履を合わせて絽と紗の着物

と同じ様に着ることもできます。今

年の夏は浴衣でのお出掛けを楽しん

でみてはいかがでしょうか。 

お問合せ ： 横浜市消防局消防団課 
 ＴＥＬ ： 045-３３４-6403  

 


